
 

 

図 2 測定の様子 

図 3 測定結果の例 

図１ 実験装置図 

身近な地下水に含まれる放射線を調べよう 
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1. アピール・ポイント 

 身近な地下水を使って、安心感があり、安全で安

価に自然放射線の存在を確かめる実験を参加者と

共に行う。地下水には、ラドン（222Rn）がごく微量含ま

れる場合があり、その半減期は3.8日と比較的短い

ため、その安全性は高いと言える。また、ラドンは活

性炭に吸着されやすい性質を持つ。実験で使用す

る活性炭はタバコフィルターとして製品化されている

ものを利用し、その準備を簡素化した。 

一般にはあまり知られていない地下水中のラドン

の存在を確認し、その放射線量の測定を行うことで、

半減期や放射平衡の理解を助ける教材とした。 

2. 背景・目的 

温泉水の中にはラドンが含まれることがあり、これ

らはラドン温泉として親しまれているが、私たちの身

近にある地下水（井戸、湧水等）にも、微量なラドン

（222Rn）が含まれる場合があることはあまり知られてい

ない。この微量のラドンを、多量の地下水を処理す

ることで収集し、簡易放射線測定器で測定すること

で、その存在を確認することができる。また、ラドンが

放出する放射線量の経時変化を追うことで、半減期

の理解につなげることも可能である。 

3. 内容 （実験手順） 

1）実験装置図を図１に示す。２LのPETボトルに地下

水を入れ、200mL程度の気相を作っておく。 

2）ボトルを1分程度激しく振り、水相に含まれるラドン

を気相中へ追い出す。 

3）PETボトルのふたを、活性炭を付けたキャップと交

換し、ロート部から水をゆっくり入れて、気相を活性

炭カートリッジにゆっくり通気さ

せる。 

4）気相を全て通気させた

ら、水を交換する。この作業

を4回程度繰り返す。 

5）活性炭カートリッジから活

性炭を取り出し、ポリエチレ

ンフィルムに包み、簡易放

射線測定器（ストロベリーリ

ナックス社製「USBガイガ

ー」）で測定する（図2）。 

 なお、ラドンに関する他

の実験演示なども適宜行

う予定である。 

4. まとめ 

 この実験を東京

学芸大学周辺で

採取できる地下水

で行ったところ、微

量のラドンが含ま

れていることが分

っただけでなく、その線量

の変化を追うことができた（図３）。また、ラドンの半減

期の計算値とも良い一致を確認することができた。

身近な地下水も、自然放射線の学びにつなげること

が可能である。 
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